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3 2平成27年7月号

　株式会社よしもとクリエイティ
ブ・エージェンシーのスタッフが、

5月25日(月)役場を訪れ、吉本興業所属の
宮川たま子さん（字仲田出身の玉城行夫
さんの娘）らが前田村長を表敬した。その
際、沖縄国際映画祭などを手がける同社
で製作している、映像を通じた地域の観光
PRや地域の観光物産の振興を目的とした
「地域発信型映画」を紹介。沖縄国際映画
祭の他、ショッピングモールなどでも上映
が行われるなど、当映画祭独自のプログラ
ムとしても注目されている事をPRした。

　6月20日(土)、故･東史子氏のご子息である、東行宏さん、石
井瑠璃子さん、渡辺瑠美子さんより、前田政義村長へ香典返
しがありました。
　史子氏は弓道に邁進し、また、後輩づくりの活動にも大きく
貢献され、村制施行50周年記念では文化･スポーツ功労を受
賞されました。
　石井さん一同は「母はいつも私たちに“御主ぬ　生まりた
る伊是名島でむぬ　すぐりらなうちゅみ　我した童”という言
葉を話していた。その精神を継いだ島の子どもたちの、教育
の一助になればと願います。」との想いから、子どもたちの活
動助成(育英会)へあてられることとなりました。

　6月12日(金)役場において、本部警察署長、伊是名村
飲酒運転根絶連絡協議会、本部地区交通安全協議会
の連盟による飲酒運転根絶アドバイザー委嘱状の交
付式が行われ、村内各区長へ委嘱状が交付された。
　村民の身近な存在である区長への委嘱を行うこと
により、飲酒運転根絶への普及･啓発、規範意識の意
識を高める。また、島外から来られる方に対しても、
同様に協力を依頼していく方針で、伊是名村における
飲酒運転根絶に期待がかかる。

伊是名村戦没者慰霊祭

3団体連盟による委嘱状が各区長へ交付される

香典返しは、村長から名嘉正教育長へ手渡されました

「平和の詩」を朗読する末吉ほしなさん参列者全員による黙とうがささげられる

「命どぅ宝」を朗読する中学校生徒代表

表敬訪問した宮川たま子さん（左から４人目）など沖縄国際映画祭運営事務局の方々

飲酒運転根絶へ!!
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縄
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5 平成27年7月号 4

　今年はイオン琉球40周年と尚円王生誕600年という記念の年にあたり、4月にオープンした北中城村イオンモール
沖縄ライカム店（県内最大規模の商業施設）において、伊是名･伊平屋両村合同による「物産と観光フェア」が開催さ
れた。このフェアは、両村の特産品の販路拡大と観光客誘客による地域活性化を目的として企画され、6月5日(金)か
ら7日(日)の三日間行われた。
　期間中には両村長、商工･観光関係者やイオン琉球の末吉会長等によるオープニングセレモニーを実施。地元ゆ
かりのアーティスト、ゆるキャラなども出演し、特産品や観光などを県内外から訪れた多くのお客さんにPRした。

　6月6日(土)、7日(日)に、第42回国頭地区中学校夏期総合体育大
会が開催され、伊是名中学校からはサッカー部、バレー部、男女
ソフトテニス部が参加した。この大会で、サッカー部が3位、女子
ソフトテニス部団体が5位に入賞し、7月20日(月)から始まる県大
会への出場を決めた。

　平成27年11月4日（水）から伊是名村における「119番」通報が、現在受けている役場(固定電話から発信)と名護
市消防本部（伊是名域の携帯電話から発信）から、嘉手納町の「沖縄県消防指令センター」への切替に伴う、沖縄
県消防指令センター運用についての住民説明会が6月17日（水）産業支援センターで行われた。
　主催したのは、沖縄県消防通信指令施設運営協議会事務局で、
現在と11月以降の通報の違いや、どのような場合に「119番」通報
したらよいのか等が説明された。参加者からは「発熱や怪我の手
当が必要な場合でも119番で大丈夫なのか。」「畑など住所が分か
らないような場所で傷病者が出たらどのように対応するのか。」な
ど質問が相次ぎ、今後の消防･救急体制に大きな関心を伺わせた。
　協議会としては、指令センター･役場(消防)･消防団･診療所が連
携して、村民の皆様に対して早期の消防･救急活動を行うために体
制を整えていきたい考えで、今回の説明会での収穫をこれからの
運営の参考にしていく方針です。

　6月16日(火)伊是名漁業協同組合勢理客事務所において、モズク養殖の基礎となる“モズク
種”培養の講習会が開かれ、沖縄県水産海洋技術センターの指導員2名を講師に、村内モズク
生産者が種苗増養殖の基礎を学んだ。
　今回の講習会で提供されたうるま市勝連のもずく株（もともとは伊是名から勝連へ提供されていた株）は、種
の大きさは100分の1㎜よりも小さい。生産者はこの株から採取した種を、寒天を溶かした液、または熱処理した
滅菌海水を入れた小皿に分けていく作業を実習した。現在、モズク種から育成している生産者は少なく、参加者
は興味津々で講師の指導を受けた。
　培養の仕方は様々で短期的に成長させるには手間がかかるようですが、指導員の一人は「モズク種の配布が
いつまで続くか分から
ないだけに、今回の実
演をもとに生産者自ら
生育できるよう、技術
を身につけていただ
きたい。」と話した。
　来年の水揚げに向
けて、生産者の活動が
始まった。

　伊是名小学校4年生が、6月5日(金)伊是名村の消防施設を見学した。
消防担当者による、消防設備や消防団の体制などの説明に、児童達は
メモをとるなど真剣な表情で話を聞いていた。消防車説明を団員から
教わると、車内を確認したり、全員で放水操作も体験した。

島の物産品に、関心を持つ外国人客もいらっしゃいました。 両村長、ゆるキャラ、イオン琉球の末吉会長がセレモニーに出席。もずく種をスポイトで採取する様子もずく種株から種を小皿に分ける作業

急患搬送車の器具を説明する様子

説明会では「通報者」「センター」「役場」の3者間通話の
実践も行われた。

培養講習会

11月から「119番」通報が切り替わります!

消防施設を見学

～イオン琉球40周年企画　尚円王生誕600年祭記念～
「伊是名村･伊平屋村物産と観光フェア」開催モズク種

〔サントリーカップ〕尚円王生誕600年祭記念〔サントリーカップ〕尚円王生誕600年祭記念
第82回沖縄県マスターズバレーボール　伊是名島大会開催!!第82回沖縄県マスターズバレーボール　伊是名島大会開催!!

【大会結果】 優勝    40代 ― auショップ浦添東　　50代 ― てだこFIFTY　　60代 ― 前原OB

国頭地区中体連 サッカー部が　   位!33
女子ソフトテニス部　団体　   位!55
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大会で5位入賞と健闘した女子ソフトテニス部団体
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2015年 県産品奨励月間のお知らせ

　７月は県産品奨励月間です。
　県では、県産品の使用奨励と需要の創出による景気の維持、拡大を図り、経済の活性化を促進
するため、産業界・消費者・行政等全県民と一体となって、県産品奨励運動を展開しています。
　今年度は、県産品のすばらしさをＰＲするため、『あ、いいね！ 使って納得 県産品』の標語のもと県産品の
使用奨励に関する広報キャンペーンや各種事業を実施してまいります。
　皆様には、本月間を契機に、今一度県産品の良さを再認識され、これまで以上に愛用していただくようお願
い申し上げます。
　詳細につきましては、下記までお問い合わせ下さい。 

　毎年、「海の日」を中心に7月1日から8月31日までの2ヶ月間を青い羽根募金強調月間として運動
を展開しています。
　この募金は、沿岸海域において、船舶海難、磯釣り・海水浴等での海浜事故が発生した際の人命救助、及び
その訓練、機材の購入等に活用されています。村民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

平成27年度 自衛官等募集案内

「青い羽根募金」について

「あ、いいね！ 使って納得 県産品」

沖縄県商工労働部ものづくり振興課   TEL （098）866-2337  FAX（098）866-2447

（公社）沖縄県工業連合会　 TEL （098）859-6191  FAX（098）859-6193

　6月18日(木)産業支援センターにおいて、ラジオ体操講習会が開催され
ました。講師で沖縄地方ラジオ体操連盟会長・一級指導士の浦崎猛先生
による、第1，第2ラジオ体操、みんなの体操、ポイントレッスンの指導が行
われた。
　約40人の受講者は、日頃の運動不足を感じながらも、楽しい健康づくり
体操をすることができた。
　また、翌日19日は小学校体育館において、児童、教職員を対象に実施し、
運動会前の有意義な講習会となったようです。

　自衛官候補生（男女）
受付期間：平成27年8月1日（土）～ 9月8日（火）
試 験 日：（男子）平成27年9月18日・19日の指定する日
   ：（女子）平成27年9月26日（土）
試験会場：（男子）名護市城区公民館
   ：（女子） 陸上自衛隊那覇駐屯地
受験資格：18歳以上27歳未満の男女

　海上・航空自衛隊航空学生（男女）
受付期間： 平成27年8月1日（土）～ 9月8日（火）
試 験 日：平成27年9月23日（水）
試験会場：那覇（水産会館）
受験資格：18歳以上21歳未満の男女

沖縄地方協力本部名護地域事務所
住　　所：名護市城1-12-13
T  E  L :0980-52-4064 (FAX兼用）
H　　 P :http://www.mod.go.jp/pco/okinawa/

　 一般曹候補生（男女）
受付期間：平成27年8月1日（土）～9月8日（火）
試 験 日：平成27年9月18日・19日の指定する日
試験会場：名護市城区公民館
受験資格：18歳以上27歳未満の男女

1

3

2

お問い合せ

募金の振込先

金融機関：郵便局
口座番号： 01780-5-46048
口座名義：公益社団法人琉球水難救済会

募金先・お問い合わせ
公益社団法人琉球水難救済会
那覇市泊3-1-6 泊港北岸3F
電話：098-868-5940

平成27年6月号8ページの我が家のニューフェイスで漢字に誤りがございました。
(誤)　潮平 風叶 ちゃん　　(正)　潮平 楓叶 ちゃん
お詫びと訂正をさせていただきます。

6月号のお詫びと訂正について

講習を受け、体操する一般参加者 小学校で指導する浦崎猛先生と浦崎節子先生

【保健センター便り】ラジオ体操講習会

　6月5日(金)村役場において、前田政義村長と山根

寿一自衛隊沖縄地方協力本部長の連名で自衛官募

集相談員委嘱状の交付式が行われ、伊禮正隆さん

へ委嘱状が交付された。前田村長は「伊禮さんは、

仲田区長･消防団長として先頭に立って活躍し、人

望もありますので、自衛隊における後輩づくりがで

きると期待しております。」とあいさつした。

　なお、伊禮さんの任期は平成27年4月1日から平

成29年3月31日までの二年間となります。 左から
自衛隊名護地域事務所の宮城宏司所長、伊禮正隆さん、前田村長

自衛官募集相談員委嘱式
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試 験 日：平成27年9月18日・19日の指定する日
試験会場：名護市城区公民館
受験資格：18歳以上27歳未満の男女
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お問い合せ

募金の振込先

金融機関：郵便局
口座番号： 01780-5-46048
口座名義：公益社団法人琉球水難救済会

募金先・お問い合わせ
公益社団法人琉球水難救済会
那覇市泊3-1-6 泊港北岸3F
電話：098-868-5940

平成27年6月号8ページの我が家のニューフェイスで漢字に誤りがございました。
(誤)　潮平 風叶 ちゃん　　(正)　潮平 楓叶 ちゃん
お詫びと訂正をさせていただきます。

6月号のお詫びと訂正について

講習を受け、体操する一般参加者 小学校で指導する浦崎猛先生と浦崎節子先生

【保健センター便り】ラジオ体操講習会

　6月5日(金)村役場において、前田政義村長と山根

寿一自衛隊沖縄地方協力本部長の連名で自衛官募

集相談員委嘱状の交付式が行われ、伊禮正隆さん

へ委嘱状が交付された。前田村長は「伊禮さんは、

仲田区長･消防団長として先頭に立って活躍し、人

望もありますので、自衛隊における後輩づくりがで

きると期待しております。」とあいさつした。

　なお、伊禮さんの任期は平成27年4月1日から平

成29年3月31日までの二年間となります。 左から
自衛隊名護地域事務所の宮城宏司所長、伊禮正隆さん、前田村長

自衛官募集相談員委嘱式
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月7 8～ 月上旬の行事予定

・尚円王生誕600年祭記念　伊是名島の秘宝展
 （首里城南殿二階特別展示室において9月10日まで）
・第24回職域ナイターソフトボール大会（～8日までに変更）
・幼･小･中 2学期終業式
・海の日  
・新宿エイサーまつり(尚円太鼓出演）
・六月ウマチー
・勢理客区ウンナー
・ナークチ
・仲田区ウンナー
・六月カシチー
・伊是名区ウンナー
・諸見区ウンナー

第一伊是名丸第一伊是名丸 第二伊是名丸第二伊是名丸

第三伊是名丸第三伊是名丸

海人の意地がぶつかるハーリー競争!!

ニュー　いぜなニュー　いぜなフェリー　いぜなフェリー　いぜな

伊福丸伊福丸

新造船就航記念！！ 村営歴代船舶及び新造船の写真を販売します。

伊福丸　第一伊是名丸　第二伊是名丸　第三伊是名丸
フェリーいぜな　ニューいぜな　新造船
A３サイズ（297×420）㎜が各１枚…2,500円
歴代船舶の集合写真
A２サイズ（420×594）㎜が各１枚…3,500円
※両サイズ共、額縁金額込
※制作段階につき値段については若干の変動がありますので
　ご了承下さい。　
商工観光課において購入予約を承っておりますので
購入希望の方は下記連絡先までご連絡下さい。
【受付は8月中旬までですのでお早めに】

伊是名村役場商工観光課
電話  0980-45-2534
F A X  0980-45-2823

写真販売のお知らせ

お問い合わせ

旧漁港から観音堂へ向かって
御願バーリーをする様子（伊是名区）
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